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　 　 　 　 　 　 　 　 は じめ に

　腟奇形 の うち ， 腟縦隔は しばしば経験 さ れ る が
，

腟長軸 と直角 に 隔膜 の ある腟横隔膜症 は 8 万人 か

ら 9 万人 に 1人 と い わ れ て お り ， 極 めて稀 な疾 患

で あ る
oz ）．

　本症の 症例報告 は文献的 に古 い も の が 多 く，そ

の 診断確定 に お い て 画像的 に は造影検査 が行わ れ

て い る こ とが 多 い ．今 回われ わ れ は ， 挙児希望 主

訴で 来院 し ， 経腟超音波検査 ，
MRI に よ る両像検

査が 診断確定 に有用で あ っ た腟横 隔膜症 の 1例 を

経験 した の で ， 報告す る．

　　　　　　　　 症 　　例

　患者 ： 28歳，女性 ， 経妊 0 ．

　主 訴 ：挙児希望 ．

　現病歴 ：結婚後 ， 性交障害 な く 2年 を経過す る

も妊娠 に 至 らず，平成 7 年 4 月に挙児希望に て近

医 を受診．腟奇形疑 い で ， 当科紹介受診 とな っ た．

　既往歴 ：心電 図異常 （上 室性期外収縮 ， 不 完全右

脚 プ ロ ツ ク ）．

　家族歴 ：父 ；高血圧 ， 喘息．母 ；高血圧．母方

祖父 ， 祖母 ；脳卒中．

　 月経歴 ：初経 13歳．周期29〜30日，整ll匱．持続

3〜 4H ．月経量 中等量 ．月経前 に軽度下腹痛 を

認 め た ．

　現症 ；身長 160cm ．体重 49kg ．顔貌 ， 乳房発育 ，

陰毛，外陰部 は正 常．双 合診 に て 腟 は 盲端 で ，腟

腔 の 長 さは 7cm ．子宮体部 は小鶏卵大。付属器 に異

常所 見は認 めな か っ た．腟鏡診 に て も子宮腟部 は

確認で きず，盲端 と思わ れ る腟の 中央 に小孔 を認

め た （図 1）．月経時 に小孔か ら月経血 の 流出を認

め た．月経周 期第12日 目に 透 明で牽糸性10cm の

粘液 を採取 し，羊 歯状結晶形成 を認 め ，頸管粘液

の 流出 を確認 した．血 液生化学所見 は異常な く，

基 礎体 温は二 相性で あ っ た．月経周期 26日目（高温

期 12日 目）の 内分 泌検 査 で
， 血清 プ ロ ラ クチ ン 16

ng ／nil，血清 エ ス トラ ジ オ ール ユ21pg／ml
， 血清プ

ロ ゲ ス テ ロ ン 8．5ngfml と高プ ロ ラク チ ン 血 症 ，

黄体機能不全症 を認 めた ．

　経腟超音波所見 （図 2A ）：正 常子宮体部，子 宮

内膜 ， 子宮腟部 ， 卵胞 を有す る両側卵 巣を認 め た．

図 1　 肉 限所 見
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また ， 腟横隔膜 と そ の 上部 の 死 腔 を認 めた．

　 MRI 所見 （図 2B）：子宮 内膜 を有す る正常子宮

と腟円蓋下方3．5cm ， 腟入 口 か ら約 3分の 2 の 部

位に腟横隔膜像 を認 めた．横隔膜起始部 の 厚 さは

約0．7cm で ，中央 に い くほ ど薄 く， 起始部の 厚 い

腟横隔膜 の 所見で あ っ た．また正常両側卵巣 も認

め た．

　腟腔造影所 見 （図 2C ）：小 孔か ら の 造影 で 上 部

に は死 腔 を認 め ， 起始部が やや厚 い 腟横隔膜 と考

え ら れ た ．

　DIP 所見 ：異常所見は 認 めな か っ た．

　以 ．ヒよ り腟横隔膜症 （図 3 ）， 原発不 妊 ， 高プ ロ

日産婦誌49巻 11号

ラ クチ ン 血 症，黄休機能不 全症 と診断 した．まず ，

プ ロ モ ク リプ チ ン 投与 に て
， 黄体機能不全症 の改

善 を認め たが妊娠に 至 らず，子宮卵管造影 を含め

た
一

般不妊検査 を行 うた め に 腟横 隔膜切 除術を決

定 した．

　手術 ：平成 7年 9月 13日，硬膜外麻酔下 に腟横

隔膜切除術 を施行．小 孔 よ り十字切 開を行 い
， 全

周性 に横隔膜 を切除 し， 切除面 は上 下腟上皮 を合

わ せ ，吸収糸で 埋 没縫合 し た．術後 ， 鳩卵大の 子

宮月室部 を確認 した ．

　組織所見 ：切除 した腟横隔膜 上皮 は 重層扁平上

皮で あ っ た ．
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図 2A　経腟超音波所見
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図 2B 　MRI 所見
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図 2C　腟腔造影所見
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　　　 腟横隔膜

図 3　 本症例 の 腟横隔膜 模式 図

　経過 ：術後 ， 縫合部 に圧痛，硬結 を認 め た が
，

腟鏡に よ り腟 を拡張 させ ， 術後26目 目よ り性交を

開始 さ せ た．術後， 子 宮可動痛， ダグラ ス 窩圧痛

が あ り，
Beecham 分類 H 期の 子宮内膜症 の合併

を認 め た ．術後 57日目の 子 宮卵管造影で は
， 子宮

形態異常は認 めず ， 両側卵管通過性は良好で あ っ

た．その後 ， 1回の月経 を経 て ，
プ ロ モ ク リプチ

ン 投与 に て 妊娠成立 に 至 っ た が ， 8 週 に て 不全流

産 とな っ た．その後 ， ク ロ ミ フ ェ ン
，
HMG

， プ ロ

モ ク リプ チン 投与 に て 妊娠成立．平成 9年 4 月 7

日， 妊娠39週 2 日時 ， 陣痛発来．翌々 日， 分娩 停

止 ， 切迫子宮破裂に て帝王 切開術を施行し ， 2，788

g の男児を娩出 した．

　　　　　　　　　考 　 　察

　腟横隔膜症 は発生異常に よ る 先天性の も の と ，

幼少児期の感染ある い は外傷に よ る後天性の もの

に分類 され る。本症例 は組織学的 に も重層扁平上

皮で ， 先天性の もの で あ っ た．

　腟横隔膜症 の 隔膜好発 部 は腟 腔、ヒ方 1／3で ， 本症

例 も同部位で あ っ た．先天性 の もの は ， ミ ュ ラ ー

管 と尿 生殖洞の 癒合障害 との 報 告が 多い が
’）
、3，

，

そ の 場合 ， 隔膜 は腟腔 ド方に 好発す る と思われ る ．

こ の こ と よ り，本症例 は 単なる癒合障害で はな く，

ミ ュ ラー管 と尿生殖洞が 癒合後 ， 肥厚 し形成 され

る腟 ヒ皮板 の細胞剥離 の 段階の 管腔化障害 と考 え

られ た o ．

　本症 は ， 小孔 の な い 場合 ， 月経 モ リ ミナ
5）
や経血

貯留 に よ る腫瘤形成で 気付か れ る．小孔 を有す る

もの は無症状 に 経過 し ， 性交障害， 性交時損傷で

来院す る こ ともある
6）．妊孕性 に つ い て は ， 妊 娠 ，

分 娩時の 発見例の 報告 よ り
7
戦 必ず しも不妊症 の

原因 と な る と は い えな い ．本症例で は ， 腟横隔膜

の た め ， 基本的不妊検査 を行 えな か っ たが ， 術後

は検査後 ， 妊娠成立 して お り， 腟横隔膜の確定診

断 ， 切除術 は有効 な手段 で あ っ た と思われ る．

　本症 と鑑別す べ き疾患 とし て は ， 腟欠損症
9），精

巣女性化症候群，Turner 症候群等が あげ られ る．

鑑別 に は子 宮腟部 ， 子宮 ， 卵巣の 確認 が重要 とな っ

て くる．今回わ れ われ の 診断確定 に は ， 経腟超音

波検査，MRI に よ る画像検査 を利用 した．UST は

子 宮腟部 ， 内膜 ， 体部の
一・．t

次診断 として 有用で あ

り ， 確定診 断 に は ， 子宮の存在 の確認 と ともに腟

横隔膜の 部位や起始部 の 厚 さ等 の 詳細 を把握で き

る MRI 検査 は有用で あ っ た と思われ る．

　治療方法 とし て は ， 月経 モ リミ ナ ， 性交障害，

不妊 等の 訴 え が あ る場合は外科的治療の 適応で あ

り， そ の 方法 は切除が原則で ，薄 い もの は切開を

施行す る
1°｝

．また本症 の 妊娠症例 に お い て ， 分娩時

に 用手的に 小孔 を開大 さ せ るか ， あ るい は 自然断

裂 した例 の報 告 もあ り
Zm ），保存的に 処置 で き る も

の もあ る と思 われ る．外科的処置を行 っ た場合，

二 次的な瘢痕形成 に よる分娩障害の可能性 も考慮

す る必要が ある．本症例 も， 硬 い 横隔膜切除部位

の存在の た め ， 児頭下降が不良 とな り，分娩停止

の ため帝王切 開とな っ た ．こ の こ とよ り術後 の 瘢

痕防止 の た め
，

プ ロ テ ア ーゼ の 使用 等 も考慮す る

必 要が あ る と思わ れ た．

　　　　　　　　　結　　語

　不妊 を室訴 に来院 した非常に稀 な腟横隔膜症の

／例を経験 した の で 報告 した．
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